
 

 

 

 

 

 

 ２０２４年 辰年  ～竜のように～ 

園長  柿原  直昭  

 

新年明けましておめでとうございます。今年は辰年です。十二支の中で辰だけが

架空の生き物であり、権力の象徴、縁起のよいものとされています。だからこそ、

辰年は活気、強運、生命といった希望に満ち溢れる言葉がたくさん使われているこ

とを実感しました。 

さて、竜は、雲の中を天に上ると言われています。辰年にちなんで子どもたちの

力が天に昇るようにぐんぐん伸びてほしいと思っています。３か月後には、そら組

は小学１年生になります。ほし組は年長になります。子供が失敗を恐れず、失敗の

中から学ぶことの大切さを知り、子供たちができることをたくさん増やせるように

教育環境を整えていきます。 

教職員一同、新たな気持ちで人と人との関りを大切にしながら、園教育を充実さ

せていきます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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 生命の尊さを知り、人権尊重を基盤とした豊かな

人間性の芽生えを培い、 

心身ともに健全な子どもを育てる。 

 ○健康な子ども  ○考える子ども   ○力を

合わせる子ども 

 

  

 

★１月の保育のねらい★ 

 

＜年中＞ ・自分の思いを友達に伝えたり、友達の考えを取り入れたりしながら遊ぶ。  

     ・自分なりのイメージをもって表現することを楽しむ。  

     ・冬の自然に触れたり、戸外で体を動かしたりして遊ぶ。  

＜年長＞ ・目標に向かって繰り返し取り組む楽しさやできた満足感を味わう。  

     ・学級の中で自分の力を発揮し、友達と協力してやり遂げた達成感や満足感を 

味わう。 

     ・冬の自然に興味や関心をもち、見たり触れたりしながら遊びに取り入れる。  


